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プログラムの目的及び内容

厳しい環境下にある短期大学においては、学生満

足度が高く、しかも社会のニーズに応じた教育を、

いかに効率よく２年間で行うかが重要な課題である。

本取組は、教育課程以外にも課外講座やその他のプ

ログラムを組織的に提供することにより、学生が自

らのキャリアについて意識を高め、短期集中的に能

力開発を図ることで、本学科が教育目標に掲げる人

材をより確実に効率的に育成することが目的である。

主な内容は、建学の精神に基づく徹底した「マナー

教育」の実施と、能力開発のための「キャリアサポー

ト体制の構築」で、その結果として、確かな職業意

識のもとに、マナー、公的資格を身につけた学生を

多数輩出することで、就職活動に成果を出すべく学

生支援を行うものである。

到達目標

１． 建学の精神に基づく徹底した「マナー教育」を行

い、社会人としての素養を身につけさせ、就職活

動の結果などを通じて地域社会から高い評価を得

る。

２． 授業及びそれと連動した課外講座などを通じて、

学生にビジネス社会に有用な公的資格に挑戦さ

せ、過去実績を超える資格の取得を目指す。

３． 就職率においてこれまで本学科が実現してきてい

る高率を維持しその向上を目指す。

プログラムの実施内容

次のようなプログラムを計画し、それぞれ実施し

た。

１． 教育課程（年次進行的にキャリア形成を実現するカ

リキュラム構成）

２． マナー教育（学園マナーのスタンダードを制定し徹

底した指導）

３． キャリアサポート体制（能力開発のためのトータル

システムの構築）

（１）キャリア情報管理システム（学生のキャリ

ア情報のデータベース：n-cats）

（２）キャリアデザインシート（学生自身による

キャリアデザインの目標設定と省察）

（３）キャリアサポート講座（公的資格の取得支

援講座の開講と検定対策）

（４）個別指導（定期面談の実施と n-cats を利用

した記録と経過観察）

（５）就職基礎能力養成プログラム（就職意識の

高揚と就職試験対策：SKY プログラム）

（６）キャリアサポート室（キャリアカウンセラー

の配置によるカウンセリング、キャリア開発セミナー

の実施、公的資格取得のためのキャリアサポート講

座の開設・検定指導を含みキャリアサポート体制の

キーステーション）

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

学内では、どのような方法で周知徹底したのか。

当該プログラムの実施に当たって、次の方法で周

知徹底した。

【学生】

必修科目である大学基礎演習（１ 年前学期）、キャ

リア形成演習Ⅰ（１年後学期）、キャリア形成演習Ⅱ

（２年前学期）、キャリア形成演習Ⅲ（２年後学期）

の授業を活用して周知した。また、N-campus（携帯

電話情報配信サービス）による連絡網も活用した。

【学科教職員】

毎月実施する学科会議に併設するキャリアサポー

ト委員会において状況を報告し、学科の全教職員が

当該プログラムに対する認識を共有するよう努めた。

【学内】

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2010(平成22)年度
学生支援推進プログラム
〒814-0198 福岡市城南区別府5丁目7番1号
学校法人 中村学園

組織的取組による短期集中型キャリア形成支援プログラム

私立 中村学園大学短期大学部
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当該プログラムを大学のホームページで公開する

他、公開フォーラムの開催、全学教育ワーク

ショップ、短期大学部 FD 研修会での報告などを

行った。

２．当該プログラムの成果

（１）自己評価はどのような観点で行ったか。

当該プログラムの概要は資料 １ に示すとおりであ

り、また、達成目標に「高い就職率の維持」をあげ

ているため、領域を「教育課程」「マナー教育」「キャ

リアサポート体制」「就職率」「推進体制」「情報公

開」の６つに分けて自己評価を行った。結果は次表

のとおりである（計画に対する達成度 A：１２0％、B：

１00％、C：70％）。

（２）到達目標に達したか。

総体的には、ほぼ満足の行く結果であり、それぞ

れ一定の段階まで到達できたと考えている。個別的

には、仕組みの構築は完成しているが、その運用に

おいてなお課題を残している部分がある。前項の自

己評価はその両方の状況を勘案したものとなってい

る。

（３）具体的な成果は何か。

【教育課程】（評価１・２）

本学科の教育課程は資料２のとおりである。大学

生活の基礎作りを行う「大学基礎演習」、就職活動

に密接に関わる職業観・就業観を育成する「キャリ

ア形成演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」は、学生からの授業評価も

高く（資料３）、マナー教育とも相まって高い就職

率に繋がっている。

また、インターンシップは、２009（ 平成 ２１） 年度

は 54 名、２0１0（ 平成 ２２） 年度は 50 名が受講し、各

年度とも学生の受入れ企業から多くの関係者を迎え

て報告会を実施した（資料４）。

【マナー教育】（評価３・４）

本学では建学の精神の一節に「『形は心の現れで

ある』を信条とし、その実践に努める」があり、マナー

教育を人間教育の中心と考えている。徹底した「マ

ナー教育」は、在学生（資料５）及び卒業生はもと

より、卒業後の就職先等の地域社会から高い評価を

得ることができた。

また、２0１0（ 平成 ２２） 年には、キャリア開発学科

の取組をもとに短期大学部にマナー委員会が設置

され、学部全体のマナー教育について検討が行わ

れた。そして、２0１１（ 平成 ２３） 年４月からは短期大

学部学園マナーを「Manner Book Nakamura Style」

にまとめ、３学科全学生を対象としたマナー教育に

発展している。

【キャリアサポート体制】

①キャリア情報管理システム（評価５）

本補助事業開始当初、学生の情報の共有など課題

の多かったシステム（資料６）も、Web システム

化を図り、さらに、学生情報データベースとしての

利用のほかに、就職情報やｅラーニングの機能も備

えたマルチシステム（資料７・８）となった。本シ

ステムの運用により、特に個別指導の充実を図るこ

とが可能となり、学科教職員からも学生支援に有効

であるというアンケート結果が得られている（資料

９）。

②キャリアデザインシート（評価６）

２年生に実施したアンケートでは、本シートが「役

に立った」あるいは「少し役に立った」と答えた学

生が約８割にのぼった。詳細は学科教員により論文

にまとめ本学の研究紀要に掲載した（資料 １0）。

③キャリアサポート講座（評価７）

秘書技能検定２級、日商簿記検定３級、日商 PC

検定（文書作成）３級の取得に取り組むことにより、

学生は問題解決能力としての知識・技能の習得はも

ちろん、何かをやりとげることで自らに自信を持つ

とともに、積極性や忍耐力を身に付けるなどの人間

的成長を図ることができた。併せて、これらの資格

取得により、就職活動に備えることができた。資格

取得状況を資料 １１、講座受講後の学生の満足度を

資料 １２ に示した。

④個別指導（評価８）

学期ごとに最低１回は指導主任による個別面談を

実施するほか、随時に学生の要望に応じて就職試験

対策指導などを行った。また、キャリアサポート室

のカウンセラーによる個別指導も行った。

⑤就職基礎能力養成プログラム（評価９）
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本 プ ロ グ ラ ム は、２0１0（ 平 成 ２２） 年 度 よ り 開 始

し た こ と も あ っ て、 学 生 へ の 周 知 が 徹 底 せ ず、

２0１0（ 平成 ２２） 年度の修了者は６名であった。

⑥キャリアサポート室（評価 １0）

キャリアサポート室は、キャリアサポート体制を

総合的に推進するキーステーションである。主な業

務は、キャリアサポート講座の開講、キャリア情報

管理システムの維持、キャリアプランの作成・指導

などである。日常的には助手一人を配置し、キャリ

アサポート講座の運営に関する折衝・諸準備、学生

の資格取得にかかわる検定試験の受検手続き（資料

１３）、キャリアカウンセラーとともに学生の様々な

相談への対応（資料 １4・１5）、キャリア開発セミナー

の開催（資料 １6）などを行った。

⑦その他（評価 １１）

社会の第一線で活躍する方々を招き、キャリア

アップ講演会を開催した。学生に、将来を展望し、

現在の学生生活を充実させるための意識付けととも

に、２年生の後学期には、希望と勇気を与えるこ

とも目的とした。２009（ 平成 ２１） 年度及び ２0１0（ 平成

２２） 年度を通して１年次生対象に３回、２年次生対

象に３回、全６回開催した（資料 １7）。

また、キャリアサポート講座の対象となる３検定

の不合格者に対してフォローアップ講座を開催する

ほか、日商簿記検定２級、日商 PC 検定（データ活用）

３級、実用英語技能検定２級・３級などの受検対策

講座を学科独自で開講した。

【就職率】（評価１２）

当該プログラムのより具体的な成果としては、最

終的に学生の就職状況に示されている。本プログラ

ムの初年度である ２009（ 平成 ２１） 年度の就職決定率

が 9２．7％、最終年度である ２0１0（ 平成 ２２） 年度就職

決定率が 95．6％を示しており、近年の厳しい経済情

勢の中では良好な実績を上げていると言える（資料

１8）。取組の成果が反映する部分は多様であるが、

一連の取組が円滑に機能した結果であると考えてい

る。

【情報公開】（評価１３･１4）

当該プログラムは、学科のキャリアサポート委員

会（資料 １9）によって、計画・立案・実施・評価

してきた。そのため、外部評価の代替として積極的

な情報公開に努めた（資料 ２0）。GP 意見交換会や

大学教育改革プログラム合同フォーラムにおいて取

組の紹介をする機会を得ることができたことも、本

プログラムの大きな成果と考えている。

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

キャリア情報管理システムの維持・管理、キャリ

アサポート室へのキャリアカウンセラーの配置な

ど、一部に予算の制約もあるが、可能な限り継続し

て実施していく。特に、キャリア情報管理システム

について、キャリア教育と学生支援により積極的な

活用を図っていく。また、当該プログラムの成果に

基づき、２0１１（ 平成 ２３） 年度からは、「キャリア開発

学科 キャリア教育の再構築に関する研究」という

テーマで学科のプロジェクト研究を立ち上げ、今後

のキャリア教育について検討を重ねているところで

ある。

２．今後の計画

【教育課程】

一連の取組を通じて、一応の目的は達したもの

の、その後の環境の変化を踏まえて、平成 ２5 年度

に向けてカリキュラムの改定も視野に入れた教育課

程の検討を行っている。また、２0１１（ 平成 ２３） 年度

からは、学内に向けて学科の専任教員が担当する授

業は随時公開する取組を開始し、２0１２（ 平成 ２4） 年

度は、併設高校の教員や学生の保護者にも拡大する

予定である。これらにより、より質の高い教育を目

指す。

【マナー教育】

２0１１（ 平成 ２３） 年度より、キャリア開発学科のみ

にとどめず、食物栄養学科・幼児保育学科を含めた

短期大学部全体の取組となり、本学科がマナー教育

の牽引役として、積極的に取り組んで行く。

【キャリアサポート体制】

「キャリア情報管理システム」は、システムとし

て一定の完成をみているので、これの積極的な活用

を中心に展開して行く。具体的には、学生の自主的

な入力の促進であり、特定の授業時間等を利用して

趣旨徹底と活用を促して行く。学生支援のための教

職員の利用についても、引き続き学生一人ひとりに

きめ細かい支援を実現して行く。利用環境の整備と

システムの拡充については、ドリルシステムを学外

から利用できるとさらに効果的であるが、克服すべ

き課題もあるので、その対応を検討して行く。

その他の取組についても、「大学教育・学生支援

推進事業」の支援を受けて種々の施策を集中的に投
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入することにより、本学科が目指す教育目標に大き

く近づけることができた。この成果を継続し改善に

取り組むことで、さらに充実したキャリア支援を目

指して行く。

また昨年度より、キャリア教育研究において大学

生向けの心理尺度として使用されている「キャリア

意識」（安達智子 ２004 「大学生のキャリア選択」『日

本労働研究雑誌』）と「進路選択の困難さに関する

意 識（CDDQ-R：Career Decision-Making Difficulty 

Questionnaire-revised）」（若松養亮 ２005 「教員養成

部の進路未決定者が有する困難さの特質」『青年心

理学研究』）についてアンケート調査を実施してい

る。今後も定期的に実施することにより、その成果

を学科のキャリア教育に反映させて行く。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

・事務局の就職課が、大学へ送られてくる求人票

に基づく情報、学生ハローワークの公開情報を

集約して毎週１回は活動中の学生へ N-campus

で配信している。

・必修科目の授業で求人情報資料を配布して活動

の督励をしている。

・希望する学生は、キャリアカウンセラー、就職

課員、学科教員に何時でも個別相談できる体制

を取っている。

・１月段階で未内定の学生を集合させ、外部講師

による「就職活動中の学生のためのセミナー」

を行って、勇気づけるとともに、その時期から

の就職活動の仕方について懇切に指導している。

２．未内定のまま卒業した者への支援策

・卒業式後においても、就職活動を続ける学生に

対しては、求人情報の提供、個別相談の対応な

ど、引き続き在学時と同様に可能な限りの支援

を行っている。

資 料

資料１ 取組の概要（平成22年度大学教育改革プログラム合同フォーラム展示ポスター）
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資料２ 教育課程の概要

資料３ 平成22年度学期末「授業についてのアンケート」

①授業が到達目標としている内容が身に付いたと

思いますか？

53.9％

54.5％

②総合的にみて、この授業を受講して満足したと

思っていますか？

57.5％

61.0％

③この授業を受けて、将来の自分のために役に立

ちそうだと思いましたか？

79.6％

91.9％

資料４ インターンシップの様子

集計結果
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資料５ 平成23年7月「学園マナーについて」のアンケー

ト集計結果（抜粋、1,2年生ともにn=167）

①学園マナーは必要ですか？
21.6％

15.0％ 60.5％

60.5％ 3.6％

4.2％

②短期大学部学園マナーを用いた指導についてど

う思いますか？
12.0％

13.8％

56.9％

53.3％

3.6％

6.6％

資料６ 補助事業前のキャリア情報管理システム

資料７ 補助事業終了後のキャリア情報管理システム

学生基本情報

資料８ 「キャリア情報管理システム」（n-cats）のシステム構成
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資料９ 平成23年3月「キャリア情報管理システム」教職

（抜粋、n=13）

資料10 キャリアデザインシートに関する論文

・『キャリアデザインシート（改良版）による学

習効果』酒見康廣、小久保美代子、中村学園大

学・中村学園大学短期大学部研究紀要第 4２ 号、

7１-77、２0１0

・『入学前教育用教材としてのキャリアデザイン

シートの開発』酒見康廣、小久保美代子、中村

学園大学・中村学園大学短期大学部研究紀要第

4３ 号、３１-３8、２0１１

資料11 キャリアサポート講座実施状況

【秘書技能検定２級】

・検定日：平成 ２２ 年 6 月 ２0 日（日）

・対象：平成 ２２ 年度入学生 １80 名

・講座回数：9 回（３9 時間 ３0 分）

・結 果：

※ 平成 ２１ 年度入学生への当講座は、補助事業対

象期間以外で実施したため記載しない。

【日商簿記検定３級】

・検定日：平成 ２１ 年 １１ 月 １5 日（日）

・対象：平成 ２１ 年度入学生 １88 名

・講座回数：１２ 回（３9 時間）

・結 果：

・検定日：平成 ２２ 年 １１ 月 ２１ 日（日）

・対象：平成 ２２ 年度入学生 １80 名

・講座回数：１２ 回（３9 時間）

・結 果：

【日商 PC 検定（文書作成）３ 級】

・検定日：平成 ２２ 年 ２ 月 6 日（土）

・対象：平成 ２１ 年度入学生 １88 名

・講座回数：8 回（２１ 時間）

・結 果：

・検定日：平成 ２３ 年 ２ 月 5 日（土）

・対象：平成 ２２ 年度入学生 １80 名

・講座回数：１0 回（２0 時間）

・結 果：

員対象アンケート集計結果
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ム 資料12 キャリアサポート講座を受けた学生の満足度

ア．秘書技能検定 ２ 級

平成 ２１ 年度入学生（n=１09）

50.5%
27.5%

平成 ２２ 年度入学生（n=１２5）

48.8%

34.4%

イ．日商簿記検定 ３ 級

平成 ２１ 年度入学生（n=１00）

43.0%

10.0%

27.0%

平成 ２２ 年度入学生（n=１１8）

50.8%

5.9%

24.6%

ウ．日商 PC 検定（文書作成）３ 級

平成 ２１ 年度入学生（n=１06）

65.1%

23.6%

平成 ２２ 年度入学生（n=１08）

50.9%
34.3%

資料13 検定試験対応事務の1年の流れ

資料14 キャリアカウンセラーによる相談実績

資料15 一斉カウンセリング（2年生183名、1年生172

名）後のアンケート集計結果

56.5%33.3%

37.3%

47.0%

50.5%

27.5%

18.3%

3.7%

48.8%

34.4%

12.8%

2.4%

1.6%

43.0%

27.0%

20.0%

10.0%

50.8%

24.6%

17.8%

5.9%

0.8%

65.1%

23.6%

10.4%

0.9%

50.9%

34.3%

14.8%

56.5%

33.3%

19.1%

37.3%
47.0%
12.0%
1.2%
2.4%
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資料16 キャリア開発セミナー

①平成 ２１ 年度入学生（１年生）対象 第 １ 回キャ

リア開発セミナー 全７回

日 程：平成 ２２ 年２月４～２日 全７回 １79 名受講

時 間：9：00 ～ １２：00

ねらい：自己分析・企業研究の重要性理解とその

手法、文章作成の基本を習得する。

内 容：解説とワークを通して、自己分析を深め

自己 PR 文を作成する。

PREP 法の手法を用いて、自己 PR 文と志望動機

の文章を作成する。

②平成 ２１ 年度入学生（２年生）対象 第２回キャ

リア開発セミナー 全８回 １5２ 名受講

日 時：平成 ２２ 年５月 １4 ～ ２9 日

時 間：１３：05 ～ １6：05

※一部は 9：00 ～ １２：00 と １３：05 ～ １6：05

ねらい：印象に残る自己 PR、思いを伝える志望動

機の書き方を習得する。

内 容：再度、自己 PR の書き方の工夫、仕事観

を踏まえた志望動機の作成を試みる。４年大生に気

後れしない姿勢を持ちながら就職活動に臨む志気を

養う。

③平成 ２２ 年度入学生（１年生）対象 第１回キャ

リア開発セミナー 全 １１ 回 １44 名

日 程：平成 ２３ 年２月７～ ２5 日、３月８日

時 間：１0：00 ～ １6：00

ねらい：⑴求人数のピーク期の対応方法、就職活

動の流れを確認する。

⑵自己理解を深め、アピールポイントを自分の言

葉で表現できるようになる。

内 容：就職活動の全体の流れを解説し、求人の

ピーク時を把握させる。また、グループワークを通

して自分の行動特性を知り、自己 PR の作成に取り

組む。今、自分がしなければならないことを再確認

させる。

④平成 ２２ 年度入学生（１年生）対象第２回キャリ

ア開発セミナー

日 程：平成 ２３ 年３月１～３月 ３１ 日

 全 ２5 回 １40 名

時 間：１0：00 ～ １３：１5 １回７名程度

ねらい：

①グループディスカッションの際の採用担当者の

視点を知る。

②グループディスカッションを体験し、自分のク

セや態度に気付く。

内 容：ガイダンス後、実際にグループディスカッ

ションのロールプレイに取組、実践力を付ける。

資料17 キャリアアップ講演会

【第１回】

開催日：平成 ２１ 年 １２ 月 7 日

対象：キャリア開発学科 １ 年生

講師：株式会社石村萬盛堂

代表取締役社長 石村善悟氏

テーマ：学問・職業・人生

【第２回】

開催日：平成 ２２ 年 １ 月 １4 日

対象：キャリア開発学科 ２ 年生

講師：株式会社ジョーキュー

副社長 松村等彰氏

テーマ：これからの社会をどう生き抜くか

～私の経験からと食育のすすめ～

【第３回】

開催日：平成 ２２ 年 6 月 １6 日

対象：キャリア開発学科 １ 年生

講師：NEC カシオモバイルコミュニケーション

株式会社

NTT ドコモ営業本部 福川桂子氏

日本電気株式会社

パートナービジネス営業本部 松岡 馨氏

テーマ：すてきな人生を送るために

【第４回】

開催日：平成 ２２ 年 7 月 ２ 日

対象者：キャリア開発学科 ２ 年生

講師：フリーアナウンサー 林田スマ氏

テーマ：私の歩んできた道

【第５回】

開催日：平成 ２２ 年 １２ 月 6 日

対象者：キャリア開発学科 １ 年生

講師：スカイマーク株式会社

代表取締役会長 井手隆司氏

テーマ：学問・職業・人生
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【第６回】

開催日：平成 ２２ 年 １２ 月 ２２ 日（水）

対象者：キャリア開発学科 ２ 年生

講師：教育評論家 熊丸みつ子氏

テーマ：人生七転び八起き

資料18 キャリア開発学科卒業生就職状況（数値は「学校

基本調査」（5月1日現在））

平成21年度卒業生

平成22年度卒業生

資料19 キャリアサポート委員会を中心としたプログラム

の推進体制

資料20 情報公開

①公開フォーラム

ア．平成 ２１ 年度

日 時：平成 ２２ 年３月 ２0 日（土）１３：00 ～ １6：00

会 場：本学・西 １ 号館 １0 階大講義室

イ．平成 ２２ 年度

日 時：平成 ２３ 年１月 １5 日（土）１３：00 ～ １6：00

会 場：本学・西 １ 号館 １0 階大講義室

②平成 ２２ 年度「新たな社会的ニーズに対応した学

生支援プログラム」・「大学教育・学生支援推進事業」

学生／就職支援推進プログラム 意見交換会（中
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評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

短期大学の２年間という限られた時間の中で、教

育課程と課外活動などの組み合わせによって学生満

足度を高め、社会のニーズに応じた教育を効率よく

進めていくことを課題として明確に示した上で、具

体的にさまざまな事業を展開しているところに優れ

た点がある。また、到達目標とプログラム実施内容、

さらにプログラムの成果が分かりやすく提示されて

おり、十分に評価できるプログラムになっていると

思われる。

特に次の２点で優れている。①適切かつ正当な自

己点検評価を徹底して行っている。②各系分科会数

名の下位組織から構成された学内キャリアサポート

委員会（１5 名）の組織を中心に、支援プログラム

が順調に実施されている。

また学生のマナー教育とキャリア形成支援という

視点での考え方、目指すべき方向性、それを実現す

るためにしていくことの数値目標が明確にされてお

り、具体的に実践が積み重ねられているところに、

本プログラムの大きな特色がある。また、各講座の

関連性あるいは内外の講師の有機的なつながりなど

も、大学全体が学生のキャリア形成にしっかりと向

き合っていることが明確に見え、とても有効なプロ

グラムであり、他大学の参考となる実践例として提

示できるのではないかと思われる。

自己点検評価の結果を活かし、学生のニーズに

沿ったさらなる支援プログラムの充実と発展を期待

したい。

評  価  結  果

国・四国・九州地区）

主 催：独立行政法人日本学生支援機構

日 時：平成 ２２ 年 １２ 月 ３ 日（金）１0：３0 ～ １6：３0

会 場：ANA クラウンプラザ福岡

発表者：梶田 鈴子、清水 誠

③文部科学省 平成 ２２ 年度大学教育改革プログラ

ム合同フォーラム

期 日：平成 ２３ 年 １ 月 ２5 日（火）

会 場：秋葉原 UDX ２ 階アキバスクエア

説明者：清水 誠、酒見 康廣、梶田 鈴子、岩

田 京子、栗木 紘美

④学会発表等

「キャリア教育支援のための学生情報管理システ

ムの構築と運用」

平成 ２１ 年 １１ 月 １5 日（日）平成 ２１ 年度情報教育

研究集会

「組織的取組による短期集中型キャリア形成支援

プログラム」

平成 ２２ 年 ２ 月 ２0 日（土）Q-Links キックオフ・

シンポジウム

「キャリア教育支援のための学生情報トータルシ

ステムの構築」

平成 ２２ 年 9 月 ３ 日（金）教育改革ＩＴ戦略大会（私

立大学情報教育協会）

「中村学園大学短期大学部キャリア開発学科にお

ける就業力の教育と支援」

平成 ２２ 年 9 月 １１ 日（土）九州地区一般教育協議会

「短期大学生のための短期集中的キャリア教育の

試み」

平成 ２２ 年 １１ 月 １３ 日（土）日本キャリア教育学会

「組織的取組による短期集中型キャリア形成支援

プログラム…２年目の展開」

平成 ２３ 年 ２ 月 １9 日（土）Q-conference２0１0

⑤活動報告書

平成 ２３ 年 ３ 月 ２0 日発行、88 頁、中村学園大学短

期大学部 -GP ポータルにも掲載

URL http://gp-portal．jp/src/ippan/shoukaiPage．

cfm?id=１654

⑥他大学の来訪視察

・ソニー学園湘北短期大学（平成 ２２ 年 7 月 ２7 日

（火）、３ 名）

・福岡国際大学（平成 ２２ 年 １１ 月 5 日（金）、4 名）

・広島国際大学（平成 ２３ 年 １ 月 ２8 日（金）、２ 名）

・四国大学短期大学部（平成 ２３ 年 ２ 月 ２5 日（金）、

３ 名）

・高田短期大学（平成 ２３ 年 ２ 月 ２5 日（金）、１ 名）
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実  地  視  察  報  告

視察日：２0１２（平成２4）年１１月２日（金）

総　 評

当初の計画通りに実地視察が行われた。最初に、

事前に提出された「自己点検報告書」の内容につい

て、さらに詳細な資料に基づいて、大学担当者から

直接口頭による説明がなされ、両視察者が若干の質

問と意見を述べた。大学側の説明の内容は、ほぼ報

告書のとおりであった。その後、「キャリアサポート

室」と「就職支援オフィス（就職課）」の現場視察を

行い、学生への就職支援の実際について実感し、確

認することができた。さらに就職が内定している卒

業予定の３名の学生と面談し、学生が直接体験した

大学当局の就職支援プログラムついて聴取した結果、

かなり「満足度が高い」ことが確認できた。

実地視察の結果から、特に本大学の特色として、

①学生の資格取得に重点を置いた就職支援プログラ

ムを導入し、②支援プログラムの成果を担当の教員

が学会等で積極的に発表し、教育研究の視点からキャ

リア教育の専門性のあり方を意欲的に究明している、

２点が確認された。

結論として「自己点検報告書」の内容通り、到達

目標の「マナー教育」の徹底と「キャリアサポート

体制」の構築による就職率の向上が達成された、と

最終的に評価できる。

個別事項

本支援プログラムは、新設間もない短期大学部の

「キャリア開発学科」に特定した取組であることに

注目する必要がある。同学科の教育課題（講義・演

習・実習）そのものが「キャリア開発」をテーマに

した就職支援プログラムである。それ故に、短期大

学の２年間の履修年限で、徹底したキャリア支援教

育が可能であったと理解する。ただし、同短期大学

の他の学科においては、現時点においては同プログ

ラムの実施は不可能ではないかと推察される。

今後の課題として、「キャリア開発学科」が核と

なり、他学科への同就職支援プログラムの拡大を図

るともに、大学全体の就職支援プログラムとしてさ

らに開発し推進することが期待される。


